
文
化
財
調
査
委
員
会

調
査
目
録
及
び
解
題

曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
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四
七
三
　
秋
田
109
　
龍
門
寺
（
続
）

〈
文
　
書
〉

25
　
〔
借
用
証
文
等
〕
　
一
包
（
状
二
三
通
）

　
⑴
～
�
を
包
紙
に
一
括
。

　
⑴
　
借
用
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
一
一
月
、
龍
門
寺
よ

り
佐
佐
部
市
右
衛
門
殿
宛
。

　
⑵
　
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
四
年
一
二
月
、
龍
門
寺
よ
り
岩
井
伝
八
郎

殿
宛
。

　
⑶
　
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
正
月
一
六
日
、
龍
門

寺
役
寮
よ
り
神
坂
清
右
衛
門
殿
宛
。

　
⑷
　
拝
借
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
五
年
五
月
、
龍
門
寺
よ
り
駒
木
根
直
太
夫

殿
外
一
名
宛
。

　
⑸
　
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
五
年
六
月
、
龍
門
寺
よ
り
駒
木
根
直
太
夫

殿
外
一
名
宛
。

　
⑹
　
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
五
年
七
月
二
三
日
、
龍
門
寺
役
寮
外
三
ヵ

寺
よ
り
和
泉
屋
七
之
助
殿
宛
。

　
⑺
　
拝
借
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
五
年
八
月
、
龍
門
寺
外
一
ヵ
寺
よ
り
爪
生

与
五
左
衛
門
殿
宛
。

　
⑻
　
〔
拝
借
金
上
納
受
取
ニ
付
覚
〕
　
状
一
通

　
　
嘉
永
五
年
一
一
月
、
石
塚
寛
左
衛
門
よ
り
龍
門

寺
御
役
僧
中
宛
。

　
⑼
　
〔
金
子
受
取
ニ
付
覚
〕
　
状
一
通

　
　
嘉
永
五
年
一
二
月
朔
日
、
爪
生
与
五
左
衛
門
よ

り
龍
門
寺
御
役
僧
中
宛
。

　
⑽
　
拝
借
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
五
月
朔
日
、
龍
門
寺

看
司
太
平
寺
外
一
ヵ
寺
よ
り
奥
村
利
市
郎
殿
外
一

名
宛
。
太
平
寺
（
由
利
本
荘
市
岩
城
赤
平
字
鶴

巻
）
は
当
寺
末
寺
。

　
⑾
　
拝
借
金
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
嘉
永
六
年
七
月
、
龍
門
寺
外
二
ヵ
寺
よ
り
駒
木

根
直
太
夫
殿
宛
。

　
⑿
　
借
用
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
四
月
、
龍
門
寺
外

一
ヵ
寺
よ
り
作
佐
部
市
右
衛
門
様
宛
。

　
⒀
　
借
用
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
安
政
二
年
一
二
月
、
龍
門
寺
よ
り
新
妻
藤
左
衛



― 130 ―

　
　
①
　
借
用
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
　
亥
年
一
二
月
二
四
日
、
龍
門
寺
副
司
よ
り
狩

野
七
之
助
殿
宛
。

　
　
②
　
〔
納
米
書
付
覚
〕
　
状
一
通

　
　
　
亥
年
一
二
月
、
龍
門
寺
役
寮
よ
り
御
米
屋
年

番
中
様
宛
。

　
⒇
　
有
賀
三
郎
助
書
状
　
状
一
通

　
　
年
未
詳
（
近
世
）
九
月
晦
日
、
方
丈
様
御
侍
者

中
宛
。

　
�
　
有
賀
三
郎
助
書
状
　
状
一
通

　
　
年
未
詳
（
近
世
）
九
月
晦
日
、
龍
門
寺
様
御
役

僧
中
宛
。

26
　
奉
願
離
檀
書
一
札
之
事
　
状
一
通

　
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
一
二
月
、
松
本
村
檀
頭

惣
代
三
太
郎
外
一
名
よ
り
龍
門
寺
御
役
寮
宛
。
当
寺

末
寺
の
西
林
寺
（
由
利
本
荘
市
松
本
寺
ノ
下
）
の
檀

家
今
町
儀
三
郎
の
弟
の
件
。

27
　
惣
持
寺
出
世
公
文
　
状
一
通

　
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
一
九
日
、
授
与
光

禅
寺
宛
。
四
六
四
九
七
世
。
雄
道
一
山
（
光
禅
寺
二

四
世
、
当
寺
三
四
世
）
の
弟
子
、
一
毛
覚
雄
（
一
九

〇
一
寂
）
の
転
衣
補
任
の
件
。
光
禅
寺
は
由
利
本
荘

市
松
ヶ
崎
字
光
禅
寺
前
。
納
冨
常
天
外
一
名
編
『
住

山
記
―
總
持
禅
寺
開
山
以
来
住
持
之
次
第
―
』
本
編

門
様
宛
。

　
⒁
　
〔
金
子
書
付
〕
　
状
一
通

　
　
子
年
六
月
八
日
。

　
⒂
　
拝
借
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
子
年
八
月
二
五
日
、
龍
門
寺
よ
り
有
賀
三
郎
助

殿
宛
。

　
⒃
　
〔
金
子
受
取
ニ
付
覚
〕
　
状
一
通

　
　
子
年
一
一
月
一
六
日
、
石
塚
官
左
衛
門
よ
り
龍

門
寺
御
役
僧
中
様
宛
。

　
⒄
　
〔
金
子
受
取
ニ
付
覚
〕
　
状
一
通

　
　
子
年
一
二
月
二
七
日
、
□
所
よ
り
龍
門
寺
御
使

中
宛
。

　
⒅
　
〔
借
用
証
文
之
事
・
納
米
書
付
覚
〕
　
状
二

通

　
　
①
・
②
を
一
括

　
　
①
　
借
用
証
文
之
事
　
状
一
通

　
　
　
亥
年
一
二
月
二
四
日
、
龍
門
寺
役
寮
よ
り
八

百
屋
□
右
衛
門
殿
宛
。

　
　
②
　
〔
納
米
書
付
覚
〕
　
状
一
通

　
　
　
亥
年
一
二
月
、
龍
門
寺
役
寮
よ
り
御
米
屋
年

番
中
様
宛
。

　
⒆
　
〔
借
用
証
文
之
事
・
納
米
書
付
覚
〕
　
状
二

通

　
　
①
・
②
を
一
括

〈文書〉27　惣持寺出世公文
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（
大
本
山
總
持
寺
、
平
成
二
三
年
）
の
九
四
三
頁
参

照
。
『
住
山
記
』
で
は
「
光
福
寺
」
と
す
る
。

28
　
普
蔵
院
輪
住
請
状
　
状
一
通

　
安
政
五
年
八
月
一
六
日
、
普
蔵
院
衝
宗
よ
り
呈
投

龍
門
寺
宛
。
翌
年
仲
秋
の
輪
住
を
請
う
。
当
寺
三
一

世
是
道
英
苗
（
一
八
六
三
寂
）
に
宛
て
た
も
の
。
衝

宗
佛
天
（
一
九
〇
一
寂
）
は
總
持
寺
普
蔵
院
輪
住
、

増
参
寺
（
静
岡
県
磐
田
市
匂
坂
中
）
の
二
三
世
。
納

冨
常
天
編
前
掲
書
の
六
四
頁
参
照
。

29
　
惣
持
寺
五
院
住
持
職
請
状
　
状
一
通

　
戊
午
年
（
安
政
五
年
）
仲
秋
（
八
月
）
一
六
日
、

龍
門
寺
宛
。
五
院
住
持
の
輪
住
年
よ
り
年
代
比
定
。

翌
年
の
住
持
職
の
請
状
。

30
　
〔
条
書
〕
　
状
一
通

　
安
政
五
年
一
〇
月
、
染
屋
半
左
衛
門
よ
り
、
当
寺

三
〇
世
天
外
達
道
（
一
八
七
八
寂
）
宛
。

31
　
山
内
并
門
前
地
御
改
帖
　
一
冊

　
安
政
五
年
一
二
月
、
町
奉
行
在
役
中
井
上
泰
太
郎

外
五
名
よ
り
。
龍
門
寺
・
閑
居
地
・
門
前
地
の
広
さ

を
記
す
。

32
　
差
上
申
一
札
之
事
　
状
一
通

　
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
、
染
屋
半
左
衛
門

よ
り
龍
門
寺
様
御
役
寮
中
様
宛
。
隣
接
す
る
境
内
地

の
件
。

33
　
惣
持
寺
住
持
職
請
状
　
状
一
通

　
安
政
六
年
八
月
一
三
日
、
諸
嶽
山
惣
持
現
方
丈
太

源
衝
宗
よ
り
普
蔵
院
是
道
和
尚
宛
。
是
道
英
苗
（
一

八
六
三
寂
）
の
總
持
寺
普
蔵
院
輪
住
の
件
。
英
苗
は

当
寺
三
一
世
。

34
　
〔
岩
城
家
ヵ
達
書
〕
　
一
包
（
状
二
通
）

　
⑴
と
⑵
を
包
紙
に
一
括
。

　
⑴
　
岩
城
家
ヵ
達
書
　
状
一
通

　
　
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月
、
龍
門
寺
英
苗

江
宛
。
是
道
英
苗
は
当
寺
三
一
世
。
隠
居
の
件
。

　
⑵
　
岩
代
家
ヵ
達
書
　
状
一
通

　
　
文
久
二
年
二
月
、
龍
門
寺
英
苗
江
宛
。
憲
正
院

の
御
焼
香
と
隠
居
の
件
。

35
　
駒
木
根
肇
書
状
　
状
一
通

　
（
文
久
三
年
〈
一
八
六
三
〉）
七
月
一
八
日
、
龍

門
寺
宛
。
五
院
住
持
の
輪
住
年
及
び
、
本
文
中
の

「
英
苗
就
遷
化
」
の
記
載
よ
り
年
代
比
定
。

36
　
寺
録
帳
　
一
冊

　
文
久
三
年
九
月

　
龍
門
寺
三
一
世
（
是
道
英
苗
）
代
の
納
米
な
ど
を

ま
と
め
る
。

37
　
寺
内
人
別
御
改
ニ
付
書
上
帳
　
一
冊

　
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
、
龍
門
寺
看
司
太

平
寺
龍
光
よ
り
小
川
源
兵
衛
殿
外
二
名
宛
。
西
山
龍
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御
領
石
持
村
今
田
兵
三
郎
外
四
名
よ

り
龍
門
寺
様
御
役
寮
宛
。
鷲
泉
寺
の

件
。
前
項
〈
文
書
38
〉
の
内
容
を
檀

家
惣
代
ら
が
願
う
旨
。

40
　
本
山
役
局
書
付
　
状
一
通

　
乙
丑
年
（
慶
応
二
年
〈
一
三
六

五
〉）
四
月
二
八
日
、
（
羽
州
亀
田

龍
門
寺
）
宛
。
包
紙
に
は
「
鷲
泉
寺

よ
り
願
書
、
本
山
に
相
窺
御
書
付
」

と
あ
る
。

41
　
拝
納
書
　
状
一
通

　
丙
寅
年
（
慶
応
二
年
〈
一
八
六

光
（
一
八
六
九
寂
）
は
当
寺
末
寺
の
太
平
寺
（
由
利

本
荘
市
岩
城
赤
平
字
鶴
巻
）
一
九
世
。
龍
門
寺
お
よ

び
末
寺
一
九
ヶ
寺
の
僧
と
下
男
の
人
数
を
記
す
。

38
　
奉
願
口
上
之
覚
　
状
一
通

　
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
三
月
一
〇
日
、
拙
寺
末

山
矢
島
領
玉
米
村
蔵
立
寺
秀
岳
外
二
名
よ
り
龍
門
寺

御
役
寮
宛
。
鷲
泉
寺
（
秋
田
市
雄
和
萱
ヶ
沢
字
萱
ヶ

沢
）
本
寺
職
の
件
の
御
窺
い
。
寶
山
秀
岳
（
一
八
九

六
寂
）
は
蔵
立
寺
（
由
利
本
荘
市
東
由
利
蔵
字
蔵
）

の
二
五
世
。
包
紙
は
次
項
〈
文
書
39
〉
の
も
の
。

39
　
奉
願
口
上
之
覚
　
状
一
通

　
元
治
二
年
三
月
一
〇
日
、
鷲
泉
寺
檀
家
惣
代
秋
田

　
⑵
　
永
平
寺
触
書
　
状
一
通

　
　
慶
応
四
年
六
月
、
羽
州
亀
田
龍
門
寺
宛
。
学
寮

創
立
に
関
す
る
件
。
太
政
官
布
告
に
よ
り
宗
規
一

新
の
旨
。

　
⑶
　
口
上
　
状
一
通

　
　
年
未
詳
（
近
世
ヵ
）
六
月
二
〇
日
、
監
院
よ
り

龍
門
寺
方
丈
宛
。
禅
林
寺
・
龍
源
寺
・
永
泉
寺
の

三
ヶ
寺
御
用
状
の
問
い
合
わ
せ
。

　
⑷
　
拙
録
并
支
配
下
寺
院
本
末
調
帳
（
雛
形
）
　

一
冊

　
年
月
日
未
詳
（
近
世
）、
何
州
何
々
寺
よ
り
惣
御

本
山
御
役
寮
宛
。

�

（
以
上
資
料
解
題
　
委
員
　
佐
藤
秀
孝
）

本
誌
掲
載
資
料
の
閲
覧
等
に
つ
い
て

　
本
誌
お
よ
び
、
『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題

集
』
に
公
表
さ
れ
た
資
料
の
閲
覧
な
ら
び
に
複
製
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
所
定

の
書
式
に
よ
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
一
五
四
―
八
五
二
五

　
東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
一
―
二
三
―
一

�

駒
澤
大
学
内

�

曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
事
務
局
宛

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
六
四
三
二
―
一
五
一
一

〈
文
書
〉
41
　
拝
納
書

六
〉）
八
月
朔
日
、
京
源
光
庵
化
僧
高
雲
寺
良
光
よ

り
龍
門
寺
御
役
寮
宛
。
香
資
拝
納
の
証
書
。
金
二

両
。
本
文
中
の
「
洞
上
復
古
禅
師
一
百
五
十
回
忌
」

の
記
載
よ
り
年
代
比
定
。
洞
上
復
古
禅
師
は
源
光
庵

（
京
都
市
北
区
鷹
峯
北
鷹
峯
町
）
開
山
の
卍
山
道
白

（
一
六
三
六
～
一
七
一
五
）
の
こ
と
。

42
　〔
永
平
寺
触
書
等
〕　
一
包
（
状
三
通
・
一
冊
）

　
⑴
～
⑷
を
包
紙
に
一
括
。

　
⑴
　
永
平
寺
監
院
触
書
　
状
一
通

　
　
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
、
出
羽
亀
田
龍

門
寺
宛
。
紙
片
あ
り
。
御
一
新
に
際
し
て
録
司
の

こ
と
。




